
2002年より千葉県房総半島を中心に８カ所で、自治体や漁協のご協力のもとコンブ育成をしてきました。
例年、１２月の末から１月の初めにかけて、種付けしたロープを沖出し、あるいは筏を用いながら、育成さ
せ、毎年桜の花が咲く時期の３月から４月にかけて、収穫期を迎えます。

種付けから収穫までとても早く、採り立ての生コンブは、産地でしか味わえず、コンブしゃぶしゃぶや海藻
サラダ、みそ汁の具など、北海道や東北のコンブと異なり柔らかいが特徴で、柔らかいがゆえの人気があ
ります。
また、昨年から新たに、アカモクの育成も始めました。

コンブ種付けは2020年1月13日１３時からです
場所、千葉県南房総市、東安房漁協
（参加希望者は事務局まで問い合わせください）

アカモク研究会

千葉でのコンブ育成活動写真集

千葉コンブ種付け体験参加者募集
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これまで行った千葉での昆布育成場所

種 糸

水温が１８度前後になったら、ロープに、胞子が着いた種糸、約３ｃｍほ
どに切ったものを、３０ｃｍ間隔にロープにはさみ、海に投入します。

千倉では、毎年筏を用いて、コンブを育成させています。

桟橋などで、伸ばしたロープ
に種糸をつけていきます。

（金田漁協）

コンブ飼育方法

通常は下記のように、延縄、暖
簾式などによる方法で種糸をつ
けたロープを沖出しします

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/ja/5/5a/Tokyobay_landsat.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/ja/5/5a/Tokyobay_landsat.jpg


東安房漁協の筏を用いたコンブ飼育 種付けから３か月、間引きをすることで１株当たりの生育が良くなる



左写真は洋上延縄
式により育成。

右写真は洋上生
け簀を用いて育
成

写真左下、種付け
後、４か月で４ｍ近
く成長

写真右下

コンブの表面に
多くの甲殻類が
付着している。

これが魚の餌に
なるため、多くの
魚が寄ってくる。



種付けから約４か月、コンブは３，４ｍに成長

収穫後の生コンブは、長くは鮮度が保てないので、すぐ
冷凍するか、あるいは早く湯通しをする。

海岸で取れた端から、塩蔵用に湯通しをして保管する
場合も多い。

写真左は千葉富山漁港で。

茹で上がり後はすぐ海水にて冷却 （色つきが良い）



自治体による、エコリーダ養成講座 コンブ間引き研修

自治体による環境大学講座

自治体からの要請で環境
大学やエコリーダ研修会
の開催

コンブの種付けから収穫
まで、そして製品化までを
体験

小学校や親子の体験学
習の場として、人気が高
い、



房州ちくら漁協直売場

取れたて生コンブを販売





コンブ、アカモクその他多く海藻はCO2を吸収し、葉から海水中の窒素

やリンを吸収し栄養とするため、水質浄化にも寄与するなど、地球温暖化

や環境浄化など生物生息環境に貢献しています。

その他、バイオマスの原料、多くの健康食品やサプリメントの原料、医薬

品工業製品の素材として使うなど利用範囲も広がっています。

海藻生産や加工・流通など、六次産業化の支援も含め、地元の皆さん

との地域活性策のお手伝いしています。

一緒にやりませんか！！ 入会，又は参加をお持ちしています。

研究会代表堀田健治


